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毎朝元気にマラソン競走

かしわ保育園は、日本の中心とも言われる生島足島神社の北側、長福寺の敷地内に、昭和29年に

困児数60名で開園しました。

現在、園児数は38名、全員が下之郷の児童ですので、園での遊びゃ友達関係が、そのまま地域の

子供達の生活法鍛とつながっています。

変化のある図庭や神社の参道から県道にかけては、子供達の朝のマラソンコースで、毎朝元気に

走リ、 7 ラソンの後の乾布摩擦にも力が入り、生き生きとしています。そして、 1人 1人が年齢の

差別なく 仲良く話し合い、 主張し合う集団がかしわ保育園で育っています。(かしわ保育園園長)
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市民と市長の日
「市民と市長の日」を 4月 1日(1:)午前

9時から同 12時まで、市役所 3階市
長室で行います。お気軽におでかけ く
ださし、

農地問題相談日
農地の問題で|歯んでいる皆さん、 4

月 1日(1:)午前 8時30分から、/，;J1 2時
まで、市役所 2階農業委員会事務局で
「農地問題相談」を行いますのでお気

事事におでかけ くださ L、



本
日
こ
こ
に
昭
和
五
十
三
年
三
月
定

例
市
議
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

公
私
と
も
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
出
席
を

賜
り
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
ご
苦
労
さ
ま

で
ご
さ
い
ま
す
。

本
議
会
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
、
二

期
自
の
市
政
を
担
当
す
る
に
あ
た
っ
て

の
舷
初
の
年
度
を
迎
え
る
わ
け
で
あ
り

ま
し
て
、
あ
ら
た
め
て
施
政
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
提
出
条
件
の

概
要
に
つ
い
て
申
し
あ
げ
た
い
と
存
じ

ま
す
。昭

和
五
十
三
年
度
は
、
上
田
市
長
期

基
本
構
想
の
第
三
年
度
に
あ
た
り
、
こ

れ
に
基
つ
く
基
本
計
画
の
半
ば
を
迎
、え

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
最
近
に
お
け
る
我

が
固
の
経
済
は

「
十
五
か
月
予
算
」
の

考
え
方
の
下
に
、

公
共
事
業
等
を
内
容
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市民の要望にこたえながら

長期構想、の

実施計画遂行に最大の努力
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リ
セ
l
シ
ヨ
ン
め
発
達
に
よ

っ
て
、
市

内
の
生
活

3月定例市議会

と
す
る
第
二
次
補
正
予
算
等
に
よ
る
国

の
景
気
対
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
況

感
は
一
一
層
深
刻
化
し
て
い
る
現
況
で
あ

り
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
の
下
で
、
我
が
国
に

お
け
る
昭
和
五
十
三
年
度
の
経
消
巡
営

に
当
っ
て
は
、
内
需
の
振
興
、
雇
用
の

安
定
、
対
外
均
衡
の
回
復
、
消
費
者
物

価
の
安
定
等
に
対
す
る
諸
施
策
が
要
求

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
景
気
回
復
と

あ
わ
せ
、
国
の
積
極
的
な
財
政
運
営
を

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

上
田
市
に
お
き
ま
し
で
も
、
こ
の
よ

う
な
現
況
を
ふ
ま
え
、
国
の
経
済
政
策

や
地
方
財
政
計
画
等
の
関
連
の
中
で
、

市
民
要
求
に
こ
た
え
る
べ
く
財
政
運
営

に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す。

先
般
発
表
さ
れ
た
昭
和
五
十
三
年
度

地
方
財
政
計
画
に
よ
り
ま
す
と
、
地
方

の
財
源
不
足
は
三
兆
五
百
億
円
を
見
込

秋
和
上
堀
線
、
小
島
神
畑
線
、
泉
田 施政方針を述べる石井市長

み
、
こ
れ
に
対
す
る
惜
訟
と
し
て
地
方

交
付
税
に
お
い
て
一
般
会
計
か
ら
一
千

五
百
億
円
の
臨
時
特
例
交
付
金
の
繰
入

れ
、
お
よ
び
特
別
会
計
に
お
け
る
資
金

運
用
部
資
金
か
ら
一
兆
五
千
五
百
億
円

の
借
入
れ
を
行
い
総
額
一
兆
七
千
億
円

を
増
額
す
る
こ
と
と
し
、
残
り
の
一
兆

F

三
千
五
百
億
円
は
、
建
設
地
方
債
増
発

を
も

っ
て
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

一
方
地
方
税
収
入
は
前
年
対
比

一
0
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
い
伸
長
で

あ
る
反
面
、
地
方
債
は
三
二
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
の
伸
長
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
今
後
地
方
財
政
に

お
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
起
仙
依
存

の
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

判
明
下
の
厳
し
い
経
済
お
よ
び
財
政
状

況
を
ふ
ま
、ぇ
、
歳
入
商
に
お
い
て
は
、

市
税
の
適
正
課
税
と
そ
の
伸
長
を
期
待

し
、
一
方
歳
出
面
に
お
い
て
は
、
一
般

行
政
経
質
の
節
減
合
理
化
に
努
め
る
と

と
も
に
生
活
関
連
社
会
資
本
の
箆
備
促

進
と
景
気
回
復
に
資
す
る
た
め
投
資
的

経
費
の
充
実
を
図
り
、
節
度
あ
る
財
政

通
営
を
行
い
、
市
民
が
求
め
る
多
く
の

要
求
実
現
の
た
め
最
善
の
努
力
を
し
て

ま
い
り
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

国
道
バ
イ
パ
ス

早
期
着
工
な
ど

道
路
網
の
整
備
図
る

ま
ず
、
都
市
基
盤
の
整
備
で
ご
ざ
い

ま
す
。
最
近
の
都
市
機
能
は
、
モ
ー
タ

け
て
い
き
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す

一
マ
一
般
会
計

一
百
十
四
億
九
千
四
百
八
十
六
万
円
、

一
一
般
会
計
の
規
模
は
、
前
年
当
初
よ

一
り
二
十
億
九
千
八
百
八
十
三
万
六
千
円

一
の
増
で
、
固
め
景
気
対
策
の
方
針
に
そ

一
っ
て
二
二
・
三
%
増
と
い
う
積
極
型
予

一
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

一
マ
愈
入
の
主
な
も
の

一
市
税
四
十
五
億
七
千
六
百
二
十
二

一
万
七
千
円

(
三
九
・
八
%
)
、
地
方
交

一

付

税

十

六
億
二
千
七
百
万
円
二
四

一
・
二
%
)、

国
庫
支
出
金
十
六
億
八

一
千
三
百
七
万
七
千
円
ご
四
・
六
%
)

一
市
債
十
億
三
千
九
百
八
十
万
円
(
九

一
・
O
%
)
、
諸
収
入
九
億
四
千
八
百

一
三
十
七
万
一
千
円
(
八
・
二
%
)
と
な

一
っ
て
い
ま
す
が
、
市
税
は
、
不
況
の
長

一
期
化
に
よ
り
、
法
人
市
民
税
な
ど

の
伸

一
ぴ
の
鈍
化
が
予
想
さ
れ
厳
し
い
状
況
で

一
す
。
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
の
実
紘

一
を
考
慮
し
て
計
上
し
ま
し
た。

.

市

償

に

つ
い
て
は
、
国
が
地
方
財
源

般
会
計

約
問
億
円
の
大
型

十ハ二
の
不
足
を
補
う
た
め
、
公
共
事
業
貨
の

増
加
に
見
合
う
建
設
地
方
偵
の
確
保
と

単
独
事
業
に
対
す
る
地
方
債
を
特
に
充

実
し
た
な
ど
に
よ
り
、
上
田
市
も
大
幅

な
増
を
見
込
む
な
ど
い
ず
れ
も
収
入
可

能
な
も
の
を
見
込
み
計
上
し
ま
し
た
。

マ
愈
出
の
主
な
も
の

〈
総
務
費
〉

、
十
一
億
八
千
二
百
六
十
万
五
千
円
(
一

0
・
三
%
)

模
写
電
送
シ
ス
テ
ム
機
器
を
購
入
、

本
庁
と
支
所
を
結
ぶ
窓
口
事
務
改
善
費
。

庁
舎
内
身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ
新
設
費
。

課
税
、
収
税
事
務
委
託
料
。
自
治
会
事

務
委
託
料
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
民
生
貴
〉

三
十
一
日
億
六
千
二
百
九
十
五
万
三
千

円
(
二
七
・
五
%
)

重
度
身
体
障
害
者
収
容
授
産
施
設
「
し

い
の
み
圏
」
の
完
成
に
よ
る
、
身
体
障

害
者
収
容
保
謙
措
置
費
。
盲
人
家
庭
電

気
料
の
基
本
料
金
補
助
金
。
老
人
家
庭

奉
仕
員
を
一
名
増
加
さ
せ
た
十
三
名
分

の
同
設
置
委
託
料
。
老
人
の
た
め
の
明

る
い
ま
ち
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
行

う
、
公
民
館

へ
の
実
技
教
室
新
築
お
よ

び
楽
焼
か
ま
の
設
置
費
。
塩
田
母
子
健

康
セ
ン
タ
ー
改
造
工
事
費
。

北

・
川
辺
・

国
分
保
育
園
地
改
築
資
。
無
認
可
保
育

め
池
の
防
災
事
業
初
日
な
ど
を
計
上
し
ま



-
リ
ゼ
|
ン
ヨ

ン
め
発
注
に
よ
勺
て
、
市

号
内
の
生
活
道
路
に
ま
て
ク
ル
7

の
通
行

間

が
多
く
、
地
域
の
経
済
活
動
や
市
民
生

第
活
の
確
保
に
も
支
障
を
き
た
し
ひ
い

一

て
は
、
市
民
の
健
康
管
理
に
ま
で
彬
特

一

を
与
え
る
ま
で
に
い
た
っ
て
お
リ
ま
す
。

一

上

回

バ
イ
パ
ス
の
実
税
は
、
長
い
間

一

の
懸
案
で
あ
リ
ま
し
た
が
、
第
一
一
期
予

削
断
定
区
聞
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
関

嗣
係
市
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
、
議

錨
会
特
別
委
員
会
の
関
係
方
面
へ
の
強
い

闘

H

句。
四
四
働
き
か
け
な
ど
を
得
ま
し
て
、
ょ
う
や

一

く
着
工
の
見
通
し
も
明
る
い
も
の
と
な

一

っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
議
会

だ
を
は
じ
め
、
関
係
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
一
日
も
早
く
着
工

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

市
内
を
通
過
す
る
国
道
、
主
要
幹
線

県
道
も
、
交
通
量
は
限
界
に
達
し
て
お

り
ま
し
て
そ
の
機
能
は
著
し
く
低
下
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
新
設
改
良
に
つ
き

ま
し
て
は
、
上
小
広
域
閣
は
も
ち
ろ
ん

東
信
地
域
の
中
心
と
し
て
関
係
市
町
村

へ
の
よ
び
か
け
、
ま
た
、
関
係
機
関
へ

の
働
き
か
け
を
梢
極
的
に
行
い
ま
す
と

と
も
に
、
そ
の
実
現
に
協
力
を
惜
し
ま

な
い
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

都
市
計
画
街
路
、
一
般
市
道
、
主
要

股
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
よ
り
一

府
の
手
当
を
い
た
し
て
ま
い
り
ま
す
が

一
般
市
道
の
新
設
改
良
に
つ
き
ま
し
て

は
、
要
望
に
こ
た
え
ま
し
て
、
特
に
力

を
入
れ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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秋
和
上
堀
線
、
小
山
神
畑
線
、
泉
団

法
免
道
路
等
す
て
に
手
か
け
て
お
り
ま

す
新
設
道
路
は
、
一
日
も
早
い

完
成
を

回
途
に
鋭
意
努
力
を
す
る
つ
も
り
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
広
域
農
道
に
つ
き

ま
し
て
も
、
難
関
と
思
わ
れ
て
お
り
ま

し
た
神
川
架
橋
も
大
体
終
わ
り
、
い
よ

い
よ
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
入
る
段
階
を
む

か
え
ま
し
て
、
そ
の
完
成
に
一
層
努
力

い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
上
田
駅

併
設
誘
致
運
動
を

強
力
に
展
開

北
陸
新
幹
線
の
上
田
駅
併
設
誘
致
に

つ
き
ま
し
て
は
、
全
市
は
も
ち
ろ
ん
、

上
小
広
域
圏
を
は
じ
め
、
広
範
に
わ
た

る
経
済
社
会
の
交
流
圏
を
含
め
て
、
そ

の
運
動
を
強
力
に
展
開
し
、
議
会
特
別

委
員
会
の
皆
様
に
も
格
別
の
配
慮
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
関
係

機
関
に
お
き
ま
し
で
も
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん

な
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
信

じ
な
が
ら
、
今
後
の
運
動
に
大
き
く
期

待
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

半
過
橋
の
架
橋
に
つ
き
ま
し
て
も
、

市
町
村
道
整
備
事
業
と
し
て
採
択
し
て

も
ら
う
よ
う
、
関
係
方
面
へ
働
き
か
け

を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
一
部
の
地
質

調
査
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、

一史

に
国
道
十
八
号
線
の
上
団
長
野
バ
イ
パ

ス
と
の
関
連
も
あ
り
、
今
後
の
大
き
な

課
題
と
し
て
、
早
期
着
工
の
め
ど
を
つ

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

将
来
の
都
市
づ
く
り
に

塩
田
・
川
西
地
区
の

都
市
開
発
を
検
討

以
上
申
し
あ
げ
ま
し
た
よ
う
な
道
路

野
備
や
新
幹
線
、
更
に
は
土
地
利
用
等

の
各
種
の
計
画
が
、
よ
り
機
能
的
に
発

揮
で
き
る
よ
う
務
備
促
進
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
て
、
旧
都
市

計
画
の
上
に
塩
田
・
川
西
地
域
の
都
市

開
発
の
検
討
を
行
い
、
有
機
的
に
均
衡

の
と
れ
た
将
来
の
都
市
づ
く
り
の
プ
ラ

ン
を
た
て
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
こ
の
計
画
の
再
検
討
と
新
幹
線

の
現
駅
併
設
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
こ

れ
を
中
心
と
し
て
青
木
、
塩
田
、
川
西

方
面
、
ま
た
依
田
容
方
面
を
含
め
て
、

千
曲
川
左
岸
の
新
し
い
道
路
計
画
を
も

っ
て
、

小
牧
橋
架
橋
を
考
え
て
ま
い

り

た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

生
活
環
境
の
浄
化
の
た
め
、

公
共
施
設
の
整
備

充
実
を
図
る

市
民
の
生
活
環
境
の
幣
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
民
が
健
康
で
安
全
な
、
し

か
も
快
適
な
生
活
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

々
え
て
お
り
ま
す
。

近
年
と
み
に
家
庭
か
ら
の
腐
棄
物
、

ご
み
の
明
大
を
み
、
ま
た
、
家
庭
雑
排

水
か
ら
く
る
河
川
の
汚
染
に
よ

っ
て
農

業
、
水
産
業
の
生
産
を
も
阻
害
す
る
公

一
所
整
備
補
助
金
。
同
和
対
策
事
業
の
各

一
種
工
事
詰
負
費
る
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

一
〈
衛
生
費
〉

一
五
億
八
千
九
百
九
十
二
万
四
千
円
(五

一
・
一
%
)

一
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
検
査

一
料
補
助
金
。
成
人
健
康
診
断
委
託
料
。

一
高
校
生
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
無

…
料
化
委
託
料
。
胃
、
婦
人
科
検
診
委
託

一
料
。
現
在
の
在
宅
当
番
医
制
を
土
曜
日

一
の
午
後
と
平
日
の
夜
間
ま
で
広
げ
る
同

一
医
制
定
着
化
事
業
補
助
金
。
上
小
衛
生

一
施
設
組
合
、
上
田
市
外
八
か
町
村
病
院

一
組
合
、
上
田
市
・

真
田
町
じ
ん
か
い
焼

一
却
場
組
合
、
大
星
斎
場
組
合
の
負
担
金
。

一
家
庭
雑
排
水
簡
易
浄
化
そ
う
の
集
団
設

一
置
を
図
る
同
設
置
補
助
金
な
ど
を
計
上

一
し
ま
し
た
。

一
〈
農
林
水
産
業
費
〉

一
十
三
億
三
千
八
百
六
十
四
万
七
千
円

一
(
一
一
・
六
%
)

一
水
田
利
用
再
編
対
策

(
減
反
)
と
し

一
て
の
地
域
ぐ
る
み
農
業
推
進
委
託
料
。

一
水
田
利
用
再
編
機
械
導
入
補
助
金
。
農

一
協

へ
の
水
田
利
用
対
策
特
別
指
導
費
補

一
助
金
。
豊
殿
地
区
の
野
菜
の
生
産
お
よ

…
び
出
荷
の
近
代
化
を
図
る
野
菜
子
冷
施

一
設
建
設
補
助
金
。
同
和
地
区
の
共
同
堆

一
き
ゅ
う
肥
舎
、
ナ
メ
コ
生
産
施
設
、
農

一
道
、
水
路
の
改
修
な
ど
の
事
業
費
。
農

一
村
総
合
モ
デ
ル
事
業
の
環
境
改
善
セ

ン

一
タ

l
建
設
費
。
浦
里
北
部
地
区
の
水
回

一
ほ
場
箆
備
、
樹
園
地
造
成
、
畜
産
団
地

一
造
成
な
ど
の
事
業
費
。
老
朽
化
し
た
た

め
池
の
防
災
事
業
費
な
ど
を
計
上
し
ま

し
た
。

〈
商
工
費
〉

十
一
億
三
千
二
百
八
十
七
万
一
千
円

(
九
・

九

%
)

中
小
企
業
融
資
、
同
和
対
策
融
資
、

勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
融
資
、
福
祉
厚

生
資
金
融
資
な
ど
各
種
融
資
制
度
の
予

託
金
。
中
小
企
業
の
経
営
指
導
の
た
め

の
指
導
員
設
置
補
助
金
、
却
商
業
協
同

組
合
へ
の
共
同
事
業
補
助
金
上
田
市

紹
介
、
宣
伝
の
た
め
の
映
画
「
上
回
の

四
季
」
製
作
賛
。
別
所
温
泉
の
宣
伝
委

託
料
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
土
木
賞
〉

十
三
億
八
百
八
十
九
万
一
千
円

(一

一
・
四
%
)

道
路
の
新
設
改
良
工
事
費
。
河
川
用

悪
水
路
改
修
工
事
費
。
交
通
安
全
施
設

な
ど
整
備
事
業
費
。
都
市
計
画
再
検
討

策
定
委
託
料
。
上
田
市
自
然
運
動
公
園

建
設
費
。
市
誉
住
宅
三
十
戸
建
設
費
お

よ
び
用
地
購
入
費
。
公
共
下
水
道
事
業

繰
出
金
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
教
育
費
〉

十
五
億
六
百
六
十
八
万
六
千
円
ご

三
・
一
%
)

豊
殿
・
中
塩
田
・
東
塩
田
・
神
科
小

学
校
改
築
工
事
費
。
学
校
図
書
館
事
務

職
員
の
全
額
市
負
担
。
通
学
賞
補
助
金
。

小
規
模
小
学
校
の
専
科
教
員
の
配
置
。

学
校
給
食
の
米
飯
給
食
取
り
入
れ
に
よ

る
単
独
校
と
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
必
要

経
費
。
下
之
郷
同
和
集
会
所
用
地
お
よ
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%
と
な
勺
て
あ
ら
わ
れ
、
と
も
す
れ
ば

人
聞
の
位
脱
を
も
む
し
ば
む
ま
で
に
い

た
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
生
活
環
境
の
浄
化
は
、
市
民

一
人

一
人
が
、
自
分
の
健
康
を
守
る
と

い
う
責
任
の
う
、え
に
た
っ
て
、
市
民
運

動
と
し
て
そ
の
輸
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
も
ち
ろ
ん
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
と
併
行
し
て
生
活
環

境
冷
化
の
た
め
の
公
共
施
設
の
務
備
充

実
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

家
庭
雑
排
水
は
、
環
境
汚
染
の
最
た

る
も
の
で
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
家
庭
へ
の
簡
易
浄
化
そ
う
の
設
置

に
つ
き
ま
し
て
、

一史
に
普
及
推
進
を
図

る
と
と
も
に
、
よ
り
効
果
を
高
め
る
た

め
、
地
域
ぐ
る
み
の
設
置
を
今
後
の
重

点
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

えつ報広臥
引nu 

抑
制
し
か
し
、
こ
の
浄
化
そ
う
に
堆
積
し
た

傑

汚

泥

の

処

理

が

不

完

全

な

場

合

同

新

一
し
い
環
境
汚
染
を
ひ
き
起
す
こ
と
に
な

一

り

ま

す

。
市
は
、
こ
の
汚
泥
の
処
理
施

一
設
を
設
置
し
、
雑
排
水
の
最
終
的
な
処

一
理
を
進
め
よ
う
と
計
画
を
い
た
し
て
お

号

り

ま

す

。

こ
の
処
理
施
設
は
、
県
下
で

ω
は
初
め
て
の
計
画
で
あ
り
、
全
国
で
も

n
，. 第

あ
ま
リ
数
を
み
な
い
た
め
、
施
設
に
対

-

す

る
補
助
起
偵
の
規
定
が
あ
リ
ま
せ
ん

家
庭
雑
排
水
汚
泥
の

処
理
場
実
現
を
図
る

;3号ー

:ん 業
で+来
L、と

た楽
だ焼
きか
たま
L、 を

と 設
思 け
つ ま
てし
おて
り 楽
ま し

の
で
、
一

日
も
早
く
そ
の
迫
が
開
け
る

よ
う
先
般
、
県
市
長
会
に
提
言
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
尿
処
理
施
設
は
、
二
か
年
に
わ
た

る
増
設
近
代
化
の
工
事
が
よ
う
や
く
完

成
し
、
大
き
な
威
力
を
発
揮
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
公
共
下
水
道

ト
事
業
も
管
き
ょ
工
事
の
第
一
期
計
画
の

一
部
を
残
し
て
第
二
期
計
固
め
工
事
に

入
り
、
終
末
処
理
施
設
も
昭
和
四
十
七

年
供
用
開
始
以
来
、
第
一
系
列
が
完
成

し
、
第
二
系
列
の
工
事
と
付
属
施
設
の

工
事
を
進
行
中
で
あ
り
ま
し
て
、
普
及

率
の
増
加
に
併
せ
て
所
期
の
計
画
の
達

成
に
一
層
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

じ
ん
か
い
焼
却
場
の

処
理
能
力
増
強
図
る

先
に
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
家
庭

か
ら
の
廃
棄
物
、
ご
み
の
増
加
そ
し
て

収
集
区
域
の
拡
大
に
つ
れ
て
、
収
集
量

も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
最
近
に
お

い
て
は
、
焼
却
炉
の
処
理
能
力
の
限
度

を
超
え
る
よ
う
な
投
入
量
と
な

っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
は

処
理
能
力
の
増
強
を
図
る
た
め
、
じ
ん

か
い
焼
却
場
組
合
と
と
も
に
施
設
の
増

設
近
代
化
を
計
画
し
、
用
地
の
取
得
、

地
域
住
民
の
皆
様
の
協
力
を
得
る
た
め

の
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
処
理
能
率
の
向
上
の
た

め
に
は
、
そ
れ
を
分
類
し
て
排
出
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
っ
て
、
市
民
の
理
解

く
の
ち
に
参
加
す
る
機
会
を
も
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
パ
ス
借
上
料
を
補
助
し
て

と
協
力
に
負
う
こ
と
が
多
く
、
こ
の
指

導
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
努
め
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

健
康
で
生
が
い
の
持
て
る

明
る
い
社
会
づ
く
り
を推

進

社
会
悩
祉
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は

国
や
県
の
施
策
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
こ
れ
ら
に
上
乗

せ
し
た
り
、
き
め
の
こ
ま
か
い
単
独
事

業
な
ど
に
よ
り
ま
し
て
そ
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
は
、
今
後
の
福
祉
の
あ
り
方
と
し

て
、
社
会
的
弱
者
と
い
わ
れ
る
方
々
は

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
市
民
が
「
健
康

で
生
き
が
い
の
も
て
る
生
活
」
が
送
ら

れ
、
み
ん
な
で
明
る
い
社
会
を
築
い
て

い
け
る
施
策
を
推
進
し
て
ゆ
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

お
年
寄
り
の

趣
味
生
か
す

作
業
棟
な
ど
の
建
設
図
る

「
老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
」
遂

動
も
い
よ
い
よ
三
年
目
を
む
か

、ぇ
、
い

ろ
い
ろ
の
事
業
も
定
着
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
老
人
の
方
々
に
、
若
き
と
張

り
合
い
を
も

っ
て
社
会
に
生
き
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
老
人
結
婚
相
談
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
老
人
の
趣
味
を
生
カ
し
て

の
ク
ラ
ブ
活
動
を
育
成
す
る
た
め
、

地

区
公
民
館
毎
に
工
作
を
す
る
た
め
の
作

-1;IJ予
な防

とリ
でハ

あビ
るリ

ニア
とイ
は: シ
申 ヨ
す ン
ま 等
で が
も大

一
び
建
設
費
。
や
ま
び
こ
国
体
の
運
営
費
。

…
庭
球
場
、
市
営
野
球
場
改
修
工
事
費
。

一
市
民
の
体
力
づ
く
り
健
康
増
進
を
図
る

一
学
校
開
放
事
業
の
第
一
中
学
校
校
庭
夜

…
間
照
明
設
置
費
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

一
〈
消
防
費
v

一
三
億
六
千
九
百
七
十
万
四
千
円

(三

一
・
二
%
)

…
消
防
施
設
整
備
補
助
金
。
分
団
消
防

一
施
設
整
備
費
。
可
搬
積
載
車
、
ポ
ン
プ

一
自
動
車
購
入
費
。
上
小
地
域
広
域
行
政

一
事
務
組
合
負
担
金
な
ど
を
計
上
し
ま
し

一
た
。

一
マ
特
別
・
企
業
会
計

一
四
十
二
億
五
千
百
八
十
一
万
一
千
円

一
で
、
前
年
当
初
に
比
較
し
て
、
四
億
八

一
百
七
十
五
万
四
千
円
、
一

0
・
六
%
の

一
伸
長
で
す
。

…
ペ
ト
ト

U

一
市
内
小
・
中
学
校
の
通
学
区
域
の
適

一
正
化
を
図
る
た
め
、
教
育
委
員
会
の
諮

…
問
機
関
と
し
て
、
審
議
会
を
設
置
す
る

一
「
上
田
市
立
小
・
中
学
校
通
学
区
域
審

一
議
会
条
例
」
の
制
定
。

一
自
然
運
動
公
園
の
流
水
プ

l
ル
な
ど

一
の
施
設
が
完
成
、
今
年
か
ら
市
民
の
皆

一
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
「
上

…
田
市
自
然
運
動
公
園
条
例
」
の
制
定
。

一

長
寿
園
に
入
所
さ
れ
て
い
た
斉
藤
い

-
き
さ
ん
が
昨
年
亡
く
な
ら
れ
、
生
前
お

世
話
に
な
っ
た
上
田
市
へ
、
老
人
福
祉

活
動
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
ご
寄
付
い

た
だ
い
た
二
百
万
円
を
、
故
人
の
意
志

を
生
か
し
て
役
立
て
る
「
老
人
制
祉
活

動
等
基
金
条
例
」
の
制
定
。

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
尊

重
し
て
、
市
長
以
下
三
役
、
市
議
会
議

員
の
報
酬
、
非
常
勤
特
別
職
の
委
員
お

よ
び
教
育
長
の
報
酬
を
、
三
役
の
改
訂

率
、
他
市
と
の
均
衝
を
考
慮
し
た
額
に

改
訂
す
る
「
上
田
市
議
会
議
貝
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
」
「
特

別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等
の
給
与
に

関
す
る
条
例
」
な
ど
の
一
部
改
正
。

老
齢
者
傷
病
見
舞
金
の
対
象
年
齢
七

十
歳
を
六
十
五
歳
ま
で
引
き
下
げ
る
「
上

田
市
老
齢
者
傷
病
見
舞
金
条
例
」
の
一

部
改
正
。

施
設
の
盤
備
、
受
託
助
産
婦
の
待
遇

改
善
な
ど
を
図
り
、
安
全
快
適
な
施
設

と
す
る
た
め
、
分
べ
ん
介
助
料
な
ど
を

改
訂
し
、
利
用
者
に
若
干
の
負
担
を
し

て
い
た
だ
く
「
上
田
市
塩
田
母
子
健
康

セ
ン
タ
ー
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
の

一
部
改
正
。

廃
棄
物
処
理
業
者
か
ら
料
金
改
訂
の

陳
情
が
出
さ
れ
、
廃
棄
物
処
理
審
議
会

に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
最
近
の
賃
金
、
諸

物
価
の
変
動
な
ど
か
ら
料
金
改
訂
の
答

申
を
受
け
、
料
金
を
改
訂
す
る
「
上
田

市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

条
例
」
の
一
部
改
正
な
ど
二
十
三
件
を

提
案
し
ま
し
た
。
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業
械
と
楽
焼
か
ま
を
設
け
ま
し
て
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す。
史
に
、
交
通
災
窓
口
共
済
の
矧
金
の
山

負
判
、
敬
老
委
託
金
の
場
制
、
老
人
の

教
益
を
向
め
る
た
め
の
映
画
フ
ィ
ル
ム

の
購
入
、
等
々
老
人
悩
祉
へ
の
き
め
の

こ
ま
か
い
施
策
を
講
じ
ま
し
て
、
お
年

寄
り
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
が
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

目
が
不
自
由
な
皆
さ
ん
の

基
本
電
気
料
市
費
で
負
担

え

盲
人
の
万
が
自
分
で
炊
事
を
す
る
場

合
は
、
一
屯
r
A
器
具
か
一
番
安
全
で
あ
る

こ
と
を
Y
J
え
ま
し
て
、
法
山
本
託
気
料
金

を
市
山
口
負
初
と
い
た
し
ま
し
て
、
安
全

な
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
図
っ
て

ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
点
字
図
書
館
の

昨
籍
購
入
伐
を
大
幅
に
増
や
し
ま
し
て

行
人
の
方
々
が
書
籍
に
し
た
し
む
幅
を

広
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

、っ一(5)一一一一昭和53年 3月16日 広 報

全
国
身
体
者
障
害
ス
ポ

ー
ツ
大
会
に
パ
ス
借
り

上
げ
大
勢
の
参
加
図
る

身
体
障
害
者
の
方
が
、
自
動
車
運
転

免
許
を
取
得
す
る
場
合
の
補
助
の
増
額

ま
た
、
今
年
は
、
や
ま
び
こ
国
体
に
あ

わ
せ
て
第
十
四
回
全
国
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
松
本
で
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
競
技
に
出
場
さ
れ
る
万
々
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
な
る
べ
く
多

く
の
ち
に
参
加
す
る
機
会
を
も
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
パ
ス
借
上
料
を
補
助
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

母
子
家
庭
の
家
族
研
修
旅
行
の
パ
ス

惜
上
料
の
補
助
、
精
神
簿
弱
者
施
設
へ

の
通
凶
伐
の
補
助
率
の
引
上
げ
、
ま
だ

ろ
う
あ
者
の
方
々
が
、
緊
急
の
場
合
に

向
分
の
行
動
を
他
人
に
知

っ
て
も
ら
う

た
め
の
緊
急
カ

l
ド
の
交
付
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

東
部
保
育
園
の

移
転
新
築
に
努
力

児
北
京
机
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
有

閣
の
明
改
築
そ
し
て
近
代
化
に
は
、
過

去
四
年
間
特
別
の
配
慮
を
し
て
保
育
需

要
に
応
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
な
お
、
保
育
に
欠
け
る
幼
児
が
相

当
数
あ
り
ま
す
の
で
、
人
口
急
増
地
域

の
北
保
有
国
、

川
辺
保
育
闘
な
ど
の
明

改
築
を
は
じ
め
、
給
食
宅
の
近
代
化
等

を
計
阿
す
る
と
と
も
に
、
特
に
懸
楽
で

あ
り
ま
し
た
東
部
保
育
園
の
移
転
新
築

を
す
る
た
め
、
国
の
補
助
事
業
に
組
み

入
れ
て
も
ら
う
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
無
認

可
保
育
所
の
地
設
幣
備
に
助
成
い
た
し

ま
し
て
、
認
可
保
育
所
へ
の
移
行
を
図

り
ま
す
と
と
も
に
、
民
間
保
育
闘
の
乳

児
保
育
を
充
実
す
る
た
め

の
助
成
も
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
は
、

一

般
医
療
と
あ
い
ま

っ
て
、
各
種
の
検
診

ま
し
た
。

五
十
二
年
度
は
、
不
況
に
よ
り
国
も

市
も
起
償
依
存
が
強
い
年
で
、
厳
し
い

財
政
状
況
で
し
た
が
、
法
人
市
民
税
を

一
国
の
第
二
次
補
正
予
算
に
伴
う
も
の
は
じ
め
市
税
な
ど
当
初
を
上
回
る
歳
入

一
の
ほ
か
、
補
助
、
起
債
決
定
な
ど
に
よ
確
保
が
で
き
た
た
め
、
投
資
的
事
業

へ

一
る
も
の
で
、
補
正
頼
は
、
一
般
会
計
二
ま
わ
す
こ
と
が
で
き
、
あ
る
程
度
市
民

一
億
四
千
七
百
十
四
万
四
千
円
。
今
回
の
の
要
望
を
満
す
こ
と
が
で
き
、
一
般
会

一
最
終
補
正
で
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
と
も
健
全

一
百
二
十
億
百
四
十
一
万
六
千
円
と
な
り
財
政
を
堅
持
で
き
る
見
通
し
で
す
。

予
防
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
イ
シ
ョ
ン
等
が
大

切
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
医
師
会
の
扱
肋
を
い
た

だ
き
ま
し
て
、
市
民
の
健
康
管
理
と
そ

の
的
進
に
努
力
を
し
て
ま
い
る
考
え
で

あ
り
ま
す
。

子
供
の
虫
歯
予
防
に

歯
科
衛
生
士
を
採
用

最
近
、
子
供
の
虫
歯
は
、
非
常
に
高

い
発
生
率
を
見
て
お
り
ま
し
て
、
発
育

過
程
の
子
供
の
健
康
に
大
き
な
彬
響
を

お
よ
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。
市
は
、
新
し

く
前
科
衛
生
士
を
設
置
い
た
し
ま
し
て

商
科
医
師
会
の
ご
指
導
と
こ
協
力
を
得

ま
し
て
、
虫
歯
の
予
防
指
導
に
積
極
的

に
取
り
組
み
た
い
と
思

っ
て

お
り
ま
す
。

成
人
病
の
う
ち
、
高
い
発
生
成
「
を
も

っ
て
お
り
ま
す
脳
卒
中
の
予
防
対
策
と

し
て
、
多
発
地
域
を
モ
デ
ル
指
定
し
て

検
診
を
市
川
点
的
に
行
い
、
そ
の
デ
ー
タ

ー
を
と
り
ま
と
め
、
今
後
の

予
防
対
策

推
進
の
資
料
と
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
て
い
る
各
極
の
検
診
料
の

一
部
の
助

成
、
更
に
精
神
障
事
者
、
結
岐
忠
品
刊

の

万
が、

向
宅
か

ら
通
院
し
て
治
州
市
を
・
つ

け
る
た
め
の
自
己
負
卯
分
の
令
制
を
山

負
判
と
し
て
ま
い
リ
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
先
山
村
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に

「
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て
る
生
活
」

を
北
本
に
巧
え
ま
し
て
、
あ
た
た
か
く

五
十
二
年
度

最
終
補
正
予
算

き
め
の
こ
ま
か
い

削
祉

の
充
実
に
今
後

も
格
段
の
配
阪
を
し
て
ま
い
る
一
附
存
で

あ
り
ま
す
。

不
況
乗
り
切
り
に
各
種

融
資
の
金
利
引
き
下
げ

預
託
金
の
増
加
を
図
る

安
定
し
た
産
業
の
振
興
は
、
地
域
進

展
の
法
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て

こ
の
振
興
地
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
常

に
立
を
も
ち
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
日
叫
に
も
申
し
あ
げ
ま
し
た
と

お
り
、
産
業
界
は
い
ま
、
商
工
業
、
内
町

林
業
と
も
に
戦
後
で
故
大
の
危
機
に
立

た
さ
れ
て
い
る
と
申
し
て
も
過
言
で
な

い
と
存
じ
ま
す
。

ま
ず
、
商
工
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
米
大
中
塑
后
の
進
出
に
対
す
る
地

元
商
問
街
と
の
調
桜
を
図
る
た
め
の
条

町
内
の
制
定
、
中
小
零
細
企
業
者
に
対
す

る
融
資
制
度
の
充
実
等
に

つ
き
ま
し
て

努
力
し
て
ま
い

っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

先
住
も
申
し
あ
げ
ま
し
た
と
お
リ
、

こ
の
純
情
危
機
を
采
リ
切
る
た
め
の
諸

地
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
問
、
県
に
お

き
ま
し
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
を
講

じ
て
来
て
お
り
ま
す
が
、
市
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営
相

談
と
指
導
事
業
の
強
化
が
必
要
で
あ
る

と
考
、
え
ま
し
て
、
商
工
団
体
が
指
導
以

を
設
置
す
る
た
め
の
費
用
に
つ
い
て
緩

助
を
し
て
ま
い
る

F
fえ
で
あ
り
ま
す

ま
た
、
各
格
商
工
振
興
融
資
の
金
利
引

き
下
げ
等
も
折
衝
中
で
あ
り
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
も
活
用
を
い
た
だ
く
た
め
、
預
託

金
の
増
額
等
も
い
た
し
て
ま
い
り
ま
す
-

ま
た
、
既
存
遊
休
て
場
等
へ
の
優
良

企
業
誘
致
な
ど
に
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
配

立
を
し
、
下
前
受
注
と
雇
用
対
策
の
た

め
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

労
働
団
体
の
健
全
育
成

と
未
組
織
労
働
者
の

互
助
会
育
成
図
る

商
工
業
の
娠
興
を
支
え
る
大
き
な
要
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ぷ
と
し
て
の
労
政
に
つ
き
ま
し
て
は

労
働
払
引
制
祉
協
議
会
の
活
動
を
助
成
し

労
働
団
体
的
健
全
な
発
達
、
未
組
織
労

働
者
の
互
助
会
の
育
成
等
を
図

っ
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
勤
労

者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な
行
成
を
図
る

た
め
、
勤
労
者
体
育
館
の
誘
致
を
強
力

に
進
め
る
な
ど
、
版
用
安
定
と
労
働
制

祉
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
リ
ま
す
。

減
反
対
策
を

生
産
者
の
理
解
を

得
な
が
ら
実
施

必
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
主
要
食
粧

の
自
給
と
い
う
基
本
的
な
目
標
が
「
水

図
利
用
一得
制
対
策
」
い
わ
ゆ
る
減
反
と

い
う
か
た
ち
で
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

報
て
お
り
ま
す
。
食
粒
管
理
制
度
を
堅
持

広

す

る

と

い

う
た
て
ま
え
か
ら
、
政
府
の

一
米
の
生
産
計
画
に
同
意
せ
ざ
る
を
得
な

一
い
と
い
う
こ
と
で
、
各
農
業
団
体
と
と

別
町
も
に
生
産
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
こ

織
の
施
策
に
応
じ
て
ま
い
る
考
え
で
あ
り

詰

ま

す

。

昭
和
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

「
地
域
ぐ

一

る
み
股
業
推
進
委
員
会
」
に
お
願
い
い

一
た
し
ま
し
て
、
再
編
対
策
に
全
力
を
傾

一
注
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
域

一
ぐ
る
み
の
組
織
の
育
成
、
推
進
活
動
の

号
た
め
の
委
託
料
、
各
種
機
械
、
種
苗
の

日
購
入
、
小
団
地
の
耕
地
整
備
等
々
の
条

n
t
 

整
備
を
い
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

第

ィ

T
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す
。
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総
会
地
訟
を
目
指
す
塩
固
め
自
然
運
動

公
園
は
、
流
水
ブ

l
ル
な
ど
の
建
設
も

農
業
の
近
代
化
の
た
め

各
種
基
盤
整
備

事
業
を
計
画

私
は
、
今
後
の
段
業
は
、
近
代
的
な

生
産
の
棋
盤
を
杭
d

叫
附
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
々
、
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
浦

里
北
部
地
区
の
牒
業
構
造
改
善
ギ
業
、

山
小
・
民
地
地
区
の
水
田
は
場
杉
怖
い
争
業
、

出
問
凶
部
地
区
の
県
営
は
場
移
備
事
業

等
の
抹
択
の
促
進
、
ま
た
、
農
道
水
路

の
新
設
改
良
、
防
災
事
業
、
用
悪
水
路

の
山
岳
備
等
を
従
来
に
も
増
し
て
手
当
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
園
、
県
の
補

助
対
象
と
な
ら
な
い
立
地
条
件
の
懇
い

小
団
地
を
、
市
の
単
独
が
備
事
業
と
し

て
と
り
あ
げ
、
近
代
化
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

農
村
総
合
モ
デ
ル
事
業
も
、
集
落
内

道
路
、
雑
排
水
路
の
整
備
等
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
改
善

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
と
り
か
か
り
、
来

年
の
秋
に
は
オ
ー
プ
ン
で
き
る
よ
う
鋭

立
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

塩
田
陽
水
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
こ
た
え
ま
し

て
、
国
・
県
へ
の
働
き
か
け
を
続
け
て

ま
い
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
県
営
事
業

と
し
て
採
択
を
待
つ
ば
か
り
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
塩
田
地
区
の
総

合
的
な
農
業
用
水
の
確
保
が
主
目
的
で

こ
さ
い
ま
す
が
、
小
牧
、
神
畑
聞
に
わ

た
る
六
か
村
桜

(
せ
き
)
の
汚
濁
の
防

止、

災
害
の
予
防
な
ど
を
図
る
大
き
な

す。
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
も
最
終

効
来
も
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
の
で

い
や
業
の
促
進
に
は
、
格
別
の
努
力
を
傾

け
て
ま
い
る
F
J
え
で
あ
り
ま
す
。

産
業
功
労
者
の

表
彰
規
程
を
計
画

中
陀
業
が
振
興
し
て
行
く
陰
に
は
、
こ

れ
に
従
市
中
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
地
道

な
努
力
を
続
け
て
お
ら
れ
る
股
林
水
産

業
、
商
工
業
の
従
事
者
お
よ
び
技
能
者

の
方
々
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
わ
け
で

あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
方
々
の

功
績
に
対
し
、
産
業
功
労
者
表
彰
規
程

を
設
け
、
表
彰
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

々
え
て
お
り
ま
す
。

教
育
文
化
の
振
興
は
、
人
間
形
成
の

場
と
し
て
主
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
教
育
委
員
会
と
と
も
に
教

育
の
基
本
的
な
場
と
し
て
の
学
校
、
市

民
の
社
会
活
動
の
場
と
し
て
の
公
民
館

ま
た
、
体
育
施
設
、
文
化
地
設
等
の
艶

備
に
努
力
を
払

っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

東
塩
田
・
豊
殿
・
中
塩
田

神
科
小
学
校
の
改
築
を

推
進

学
校
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老
朽

危
険
校
舎
の
改
築
、
人
口
急
増
地
域
の

校
舎
増
築
等
と
併
せ
て
学
校
営
善
等
を

計
画
的
に
進
め
、
近
代
化
と
そ
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
度
に

お
き
ま
し
て
も
、
継
続
事
業
と
し
て
束

に
お
き
ま
し
て
も
、
ナ
メ
コ
生
産
事
業

農
道
水
路
の
改
修
等
の
農
業
関
係
事
業

塩
問
、
世
殿
、
中
海
固
め
各
小
学
校
の

改
築
を
行
、
っ
と
と
も
に
神
科
小
学
校
の

改
築
に
と
リ
か
か
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

小
・
中
学
生
の
通
学
費
用
は
、
保
識

者
の
大
き
な
負
伊
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
考
え
ま
し
て
、
通
学
校
の
補
助
金
交

付
要
綱
を
設
け
、
補
助
の
噌
制
と
均
衡

を
図
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た

学
校
図
書
館
の
事
務
職
以
に

つ
き
ま
し

て
も
、
全
額
市
負
担
と
す
る
な
ど
、
一

辿
の
保
護
者
負
仰
の
軽
減
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
更
に
、
小
規
模
校
の
音
楽

家
庭
科
の
専
科
教
員
も
、
市
単
独
設
笹

に
よ
り
教
育
内
谷
の
格
差
を
な
く
す
方

途
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

通
学
区
変
更
を
小
・
中
学

校
通
学
区
域
審
議
会
に
諮

り
、
適
正
化
を
図
る

長
い
間
の
懸
案
市
中
項
で
あ
り
ま
し
た

学
校
規
模
の
適
正
化
に
と
も
な
う
通
学

区
の
変
更
設
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非

常
に
大
き
な
難
し
い
課
題
て
あ
り
ま
す

が
、
ぜ
ひ
実
行
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
小
・
中

学
校
通
学
区
域
審
議
会
に
お
願
い
し
て

適
正
な
る
結
論
を
得
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

社
会
教
育
充
実
の
場
に

西
部
公
民
館
の

建
設
を
目
指
す

社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
民

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
一
方
、
行
政
事

務
の
増
大
に
よ
り
、
部
所
に
よ
っ
て
は

館
活
動
を
は
じ
め
市
民
が
自
由
に
参
加

で
き
る
学
習
の
場
と
機
会
を
設
け
、
市

民
の
皆
憾
の
要
望
に
こ
た
え
て
ま
い
る

つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
西
部
公
民
館
も

今
年
度
中
の
建
設
を
目
指
し
、
鋭
立
努

力
を
い
た
し
て
お
リ
こ
れ
に
よ
り
ま

し
て
地
区
公
民
館
の
五
館
の
配
訳
が
完

了
す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
場
に

校
庭
の
夜
間
開
放
な
ど

施
設
の
充
実
図
る

今
年
は
、
や
ま
び
こ
同
体
の
開
併
の

年
で
あ
り
ま
す
。
私
は
健
康
と
体
力
っ

く
り
、
健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
振
興
は
、
健
康
な
市
民
の

育
成
に
非
常
に
大
き
な
役
訓
を
持
つ
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
の
'

体
育
地
設
の
充
実
に
は
、
特
別
に
立
を

も
ち
い
て
き
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

国
体
関
連
の
庭
球
場
の
繋
備
も
終
わ
り

新
た
に
相
撲
場
の
建
設
を
は
じ
め
、
公

認
の
更
新
に
備
、
え
て
陸
上
競
技
場
の
改

修
、
市
営
野
球
場
の
改
修
、
校
庭
夜
間

照
明
施
設
と
そ
の
開
放
な
ど
、
条
件
予

備
に
更
に
意
を
も
ち
い
て
ま
い
る
心
持

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
体
育
問
休
の
育

成
、
指
導
者
の
養
成
等
に
も
力
を
入
れ

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

自
然
運
動
公
園
プ

l
ル
ゾ

ー
ン
の
一
部
今
期
オ
ー
プ

ン
を
目
指
す

ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ

l
J
ョ
ン
め

私
は
、
行
政
需
要
を
的
確
に
と
ら
え

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
行
政
に
従
ゆ
す



-

総
ん
口
H

砲
ぷ
を
目
指
す
塩
田
の
自
然
運
動

号

公

闘

は

、
流
水
プ
ー
ル
な
ど
の
建
設
も

m
進
み
、
管
理
陳
を
は
し
め
、
周
辺
の
整

第
備
と
併
せ
て
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す

一

が
、
夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
水
し
ぶ
き

一

を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
工
事
を
急
い
で
お

一

り
ま
す
。
ま
た
、
五
十
メ
ー
ト
ル
競
泳

一

プ
ー
ル
も
、
今
年
度
中
に
完
成
さ
せ
た

紛
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

日
川
軸
目

別
問

和
3

昭
第だえつー (7)一一一一昭和53年 3月16臼 広 報

同
和
問
題
解
決
に

同
和
対
策
事
業
と
同
和

教
育
の
推
進
図
る

同
和
問
題
は
、
国
民
的
課
題
と
し
て

と
り
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
解
決
の
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
対
策
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

家庭が捨てる生ゴミの内訳 (1年間)

す
。同

和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
も
最
終

年
度
を
む
か
え
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
、

同
和
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
た
め

に
は
、
同
和
対
策
事
業
と
同
和
教
育
を

更
に
強
力
に
進
め
て
ま
い
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
六
月
定
例
市
議
会
に
お
き
ま

し
て
、
特
別
措
置
法
の
強
化
延
長
の
意

見
書
が
議
決
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
市

民
を
あ
げ
て
理
解
を
深
め
、
こ
の
課
題

に
と
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
存

じ
ま
す
。

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
国
・
県
の

対
策
に
併
せ
て
諸
種
の

事
業
を
意
欲
的

に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
度

本来なら It食べられる食物

を、みすみす槍てています。

金額にして、冷てる半介が

野菜、 3JlJが肉と魚です。

l世帯、 l年間で

約 3万円です。
に
お
き
ま
し
て
も
、
ナ
メ
コ
生
産
事
業

農
道
水
路
の
改
修
等
の
農
業
関
係
事
業

の
振
興
、
住
宅
新
築
、
同
和
集
会
所
等

の
環
境
笠
備
、
ま
た
、
組
織
の
育
成
な

ど
に
格
段
の
配
意
を
い
た
し
て
ま
い
り

ま
す
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

け
る
同
和
教
育
の
推
進
を
図

っ
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
斤
・
支
所
に
模
写
電
送

装

置

を

設

置

、

住

民

サ

ー

ビ
ス
を
図
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
き
ま
し

て
は
、
常
に
意
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
事
務
事
業
の
見

直
し
を
す
す
め
、
省
力
、
改
善
を
図

っ

冷蔵庫の

たな卸しデー

を設けよう

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
一
方
、
行
政
事

務
の
増
大
に
よ
り
、
部
所
に
よ
っ
て
は

職
員
の
増
員
を
行
っ
て
必
要
な
行
政
需

要
に
対
処
し
て
ま
い
る
考
、
え
で
あ
り
ま

す
。今

ま
で
、
多
く
の
市
民
に
ご
不
便
を

お
か
け
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
戸
籍
、

住
民
票
、
印
鑑
証
明
な
ど
、
本
庁
で
も

支
所
で
も
交
付
が
で
き
る
よ
う
に
と
、

模
写
電
送
装
置
を
導
入
い
た
し
、
市
民

が
む
だ
な
足
を
運
ば
な
い
で
も
よ
い
よ

う
特
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
図
っ
て
い
く

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
装
置
は

十
一
月
初
め
に
は
稼
動
で
き
る
よ
う
に

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
世
幣
、
一
世
帯
か
ら
出
る

「
ゴ
ミ
」
は
、
一
年
で
約
一
・
三
五
ト

ン
(
小
型
ト
ラ

ッ
ク
約
一
台
分
)
も
出

て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
厨
芥
類
(
食
べ

物
く
ず
)
が
四

O
%
で
最
も
多
く
、
金

額
に
し
て
年
間
約
三
万
円
も
捨
て
ら
れ

て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

こ
の
捨
て
ら
れ
て
い
る
三
万
円
を
た

と
え
わ
ず
か
で
も
少
な
く
す
る
た
め
に

遇
に
一
度
は
、
冷
蔵
庫
と
野
菜
カ
ゴ
の

た
な
卸
し
、
月
に
一
度
は
、
乾
物
類
の
た

な
却
し
を
す
る
習
慣
を
つ
け
、
計
画
的

な
買
物
で
適
量
を
調
理
す
る
、
ま
た
、

余

っ
た
物
で
お
い
し
い
料
理
を
作
る
な

ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

畑
や
庭
の
あ
る
家
庭
で
は
、
厨
芥
類

を
土
中
に
埋
め
、
有
機
肥
料
と
し
て
再

ね
は
、
行
政
需
要
を
的
確
に
と
ら
え

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
行
政
に
従
事
す

る
職
員
の
資
質
の
向
上
と
自
覚
は
、
行

政
効
果
と
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
推
進
カ

の

基
礎
を
な
す
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
個
人
の
研
修
意
欲
を
盛
り

た
て
な
が
ら
、
研
修
の
機
会
を
設
け
て

ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
市
政
推
進
の
一
端
を
申
し
あ

げ
ま
し
た
が
、
こ
の
実
施
に
あ
た
り
ま

し
て
は
長
期
基
本
構
想
に
基
づ
い
て

策
定
い
た
し
ま
し
た
実
施
計
画

の
逐
行

に
最
大
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
を
は
じ
め

市
民
の
皆
様
の
心
か
ら
の
ご
協
力
を
願

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

利
用
す
る
の
も
生
活
の
知
恵
で
す
。

ゴ
ミ
処
理
一
年
に

二
億
三
千
万
円
が
必
要

上
田
市
で
は
、
五
十
一
年
度
に
二
万

六
千
三
百
ト
ン
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
、

こ
の
ゴ
ミ
処
理
に
二
億
三
千
万
円
も
の

費
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
処
理
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
中
に

は
、
ま
だ
使
、
え
る
物
が
か
な
り
含
ま
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
一
人
一
人
が
「
む
だ
を
な
く
し
物
を

生
か
す
運
動
」
に
参
加
す
る
心
が
け
で

家
庭
か
ら
出
す
ゴ
ミ
を
よ
く
分
類
し
、

本
当
の
ゴ
ミ
だ
け
を
焼
却
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
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前回国体開催市の青森市、黒石市、

・前々回開催の小城町力、ら引き継いだ国
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:市民の皆さんと 一緒に国体開催へ向け

・て、準備を進めるとともに、その盛リ

:あがりを期待しています

み
な
さ
ん
千
曲
川
市
民
運
動
場
へ
ど
う
ぞ

「
緑
の
ま
つ
り
」
聞
く

緑
化
首
木
を
無
料
配
布

14月8日・9日|
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最
近
、
自
然
保
護
が
重
要
視
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
緑
化
を
い
っ
そ
う
促
進
さ

せ
「
豊
か
な
郷
土
」
を
築
こ
う
と
、
四

月
一
日
か
ら
同
月
末
日
ま
で
、
国
土
緑

化
運
動
を
笑
施
し
ま
す
。

こ
の
繰
化
巡
動
の
一
環
と
し
て
、
次

め
よ
う
な
各
種
行
事
を
行
い
ま
す
。
家

庭
の
緑
化
を
図
る
良
い
機
会
で
す
の
で

市
民
の
皆
さ
ん
大
勢
お
出
か
け
く
だ
さ

「
縁
の
ま
つ
り
」

私
達
の
郷
土
の
山
々
や
家
庭
に
緑
を

と
願
い
、
森
林
組
合
な
ど
県
下
で
生
産

さ
れ
た
苗
木
、
緑
化
木
、
盆
栽
な
ど
を

市
が
協
賛
し
て
展
示
即
売
し
ま
す
。

3号ー

と

き

1
四
月
八
日
凶
・
九
日
側
午
前

九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

と
こ
ろ

l
千
曲
川
市
民
公
園
運
動
場
(
上

堀
地
籍

)

内

容

H
H
緑
化
木
、
盆
栽
展
示
即
売
会

林
業
機
械
、
資
材
展
示
即
売
会
。
特

産
品
、
木
工
ロ
聞
な
ど
生
活
用
品
展
示

即
売
会
。

「
緑
化
荷
木
の
頒
布
会
」

森
林
愛
護
と
山
火
事
防
止
の
普
及
を

図
る
た
め
、
緑
化
苗
木
を
次
に
よ
り
無

料
で
配
布
し
ま
す

の
で
、
環
境
緑
化
に

植
樹
し
て
く
だ

さ
い
。

と

き

l
四
月
八
日
出
・
九
日
間
午
前

九
時
と
午
後
-
時

の
二
回
。

や
す
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。

と

き

l
三
月
二
十
七
日
間
・
二
十
八

と
こ
ろ

1
「
緑
の
ま
つ
り
」
会
場
内
。

苗
木
数
日
日
毎
回
一
人
一
本
あ
て
、
先
着

順
に

一
千
五
百
本
。

「
縁
の
羽
根
募
金
運
動
」

国
土
緑
化
に
対
す
る
理
解
を
願
い
、

環
境
緑
化
、
森
林
資
源
の
造
成
お
よ
び

国
土
保
全
を
図
る
資
金
に
な
り
ま
す
。

募
金
実
施
期
間

1
四
月
一
日
か
ら
同
月

三
十
日
ま
で
。

お
閉
会
せ
u
H
農
林
課
林
務
係

(
宮
@
四

一
O
O
内
線
三

二
固
有
線
②
O
七
六
二
)

み
ん
な
で

山
火
事
防
止
を
図
ろ
う

^ < 該 下の 。J 斗ヱを 気の いか火 り
対 だ当表た 小 ・0 ・0・ 司王防を吸よな事ちま山

21 32り5 餐 U!!!!;g' ~ ~:つ、 225 主主
v 。、 程 ポヒ ヲホしてら山灰くと 。の

最ー に リ ( 四位 。ー よ、、にに発し 発
寄 よオ急.目 。z・0 以 う市た入し生た 生
りり 生性 !占字紙。。民 き って し不 し
の 行ワ灰 メ対ゾ点。円。 み火たして注 や

会 い ク白日 んに時まい意 す

場 まチ 髄 l木)が i なじはうまか い
で すン 災 ~~::r }.1叉/}・ 0・ でゆ、こすら 季
お の 投 ) 刀 、==il:;.'}{: ¥? 山うタと 。例 節

受 で 与予ら.弱 火ぶパの緑年 と
け、を 防・ 日 事んコな豊山 な

受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
で
、
対
象
と

な
っ
た
傷
病
(
障
害
)
の
程
度
が
第

丘
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
同
年
十
二

月
三
十
一

日
ま
で
に
生
れ
た
入
。

た
だ
し
、
四
歳
未
満
の
人
で
、
初
固

ま
た
は
追
加
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人

は
、
こ
の
機
会
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
接
種
方
法
〉

六
週
間
以
上
の
間
隔
を
あ
け
て
、
ポ

リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
を
二
回
(
初
回
・
追

加
)
を
投
与
し
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

三
月
に
実
地
し
た

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
検
査
と

B
C
G
を
接
種
し
た
人
は
、

接
種
目
か
ら
一
か
月
。
二
種
混
合
予
防

接
種
を
受
け
た
人
は
、
接
種
目
か
ら
二

週
間
以
上
経
過
し
な
け
れ
ば
、
ポ
リ
オ

生
ワ
ク
チ
ン
投
与
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

保
健
予
防
課
保
健
係
(
宮
@
四
一

O

O
内
線
二
八
九
有
線
②

O
七
二
一

)

ポリ オ生ワクチン投与日程表
1 回 目 2 回 目

4月6日附 5月18日附

4月7日ω 5月19日ω

4月11日(刈 5月23日(火)

4月12町村 5月25日外4

農協神川支戸;Ji- 4月13日附 5月26日ω
三好 町会 館
皆 A./-+o土 日111..1."̂ ~日百 _j '--".b 唱同内^，"¥.. ....且t司向~'-.... ....，..~ ..，..-i-

川
西
地
区
J
e
.
o

・m
・-
e

。
注
地
改
良
区
総
一代
選
挙
~

四
月
山一，
日
告
示
・
。二
十
一
日
投
票

川
西
地
区
土
地
改
良
区
総
代
総
選
挙

が
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

マ
任
期
満
了
年
月
日

昭
和
五
十
三
年
四
月
二
十
九
日

マ
選
挙
告
示
日

昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日

マ
立
候
補
届
出
締
切
り

昭
和
五
十
三
年
四
月
十

一
日

マ
総
代
の
定
数
お
よ
び
選
挙
区

第 第 第
事

区 区 区

計量
置背量書本賂誌大図主字書

選|

挙

区

担量

手五人 十七人 l 三十人 十五人

総:

代

数

マ
投
票
日

昭
和
五
十
三
年
四
月
二
十
一
日

V
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
企

昭
和
五
十
三
年
七
月
頃
行
う
予
定
で

す
。

V
別
所
温
泉
財
産
区
議
会
韓
員
選
挙
企

昭
和
五
十
三
年
五
月
二
十
九
日
頃
行

う
予
定
で
す
。

V
塩
田
平
土
地
改
良
区
総
代
総
選
挙
&

昭
和
五
十
三
年
十
月
二
十
七
日
頃
'
行

予
定
で
す
。

所
。

5
、
住
所
を
変
更
す
る
人
の
氏
名

6
、
鄭
便
物
の
転
送
を
始
め
る
月
臼
@



‘ ，圃予

市
が
山
間
貸
し
て
展
示
即
売
し
ま
す
。
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盟題盤騒璽
長 野県内では、働くすべての労働者に適用

する長野県最低賃金を含めて、 10件の最低賃

金が決められています。内容は下表のとおり

です。使用者は、最低賃金の適用を受ける労

働 者に 対しては、その最低賃金額以上の賃金

を支払わなければなりません。

(最低賃金法第 5条第 l項)

九
時
と
午

や
す
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

と

き

l
三
月
二
十
七
日
間
・
二
十
八

日

ω午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

と
こ
ろ

l
中
之
条
、
旧
上
回
清
修
寮
跡

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
施
行
令
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
第
三
目
症
、
第
四
目

症
の
戦
傷
病
者
の
皆
さ
ん
に
も
交
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
次
に

該
当
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
早
自
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

旧
軍
人
、
準
軍
人
の
資
格
が
あ
る
人

で
、
次
に
該
当
す
る
人
。

l
、
過
去
に
傷
病
患
給
な
ど
の
裁
定
を

受
け
た

こ
と

の
あ
る
人
で
、
対
象
と

な

っ
た
傷
病
(
障
害
)
の
程
度
が
第

三
目
症
、
第
四
目
症
の
人
、
ま
た
、

こ
の
傷
病
に
よ
り
戦
傷
病
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
入
。

2
、
戦
争
に
よ
り
傷
を
受
け
た
り
病
気

に
な
っ
た
た
め
、
思
給
診
断
を
受
け

第
三
目
症
、
第
四
目
症
以
上
の
裁
定

を
受
け
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
人
。

〈
乗
車
券
の
手
続
き
方
法
〉

戦
傷
病
者
手
帳
、
印
鑑
を
持
参
し
て

傷
い
軍
人
会
の
各
支
部
長
さ
ん
の
所
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

福
祉
事
務
所
社
会
課
(
窓
口
十
番
宮

@
四
一

O
O
内
線
三
七
八
有
線
②

O
八

o
こ

こ
れ
か
ら
四
月
に
か
け
て
就
職
、
進

学
、
転
勤
な
ど
で
、
住
所
の
変
わ
る
人

が
多
く
な
る
時
期
で
す
。

住
所
変
更
の
届
を
市
役
所
へ
出
す
人

も
、
つ
い
う
っ
か
り
し
が
ち
な
の
が
郵

便
局
へ
の
「
転
居
届
」
で
す
。

郵
便
局

へ
転
居
届
を
出
し
て
お
か
な

い
と
、
友
人
、
知
人
な
ど
か
ら
の
便
り

が
届
か
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
郵
便
局
へ
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

引
越
し
な
ど
で
忙
が
し
い
場
合
は
、

次
の
事
を
普
通
は
が
き
に
記
入
し
て
ポ

ス
ト
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

ー
、
届
出
年
月
日

2
、
届
け
を
出
す

人
の
氏
名
。

3
、
旧
住
所
。

4
、
新
住

最低賃4その件名 最低賃金額

長 野 県最低賃金
1日 2，282円

⑮ @l時間 286円

一骨量労働
1日 2，530円

長野県食 料 品 @)@l時間 317円

製造業最低賃金
経労l動

1 B 2，320円

@)@l時間 290同

長野県繊 維産 1日 2，310同

業最低賃金 @)@l 時間 289円

長 野県木材・木 一骨量労{動
1日 2，610円

製品・家具・装 @)@l時間 327円

備品 等製造業
1労事動王

1日 2，330円

最 イ氏 金 @)@l時間 292円
トー一一一『

長野県ノりレプ-紙・
1日 2，400円

紙 加 工 品製造業
最 (氏 金 @⑬ 1時間 300円

長野県 出版 ・印 1日 2，575円
刷・間関連産業

最 {氏 金 @⑬ 1時間 322円

一自主労働
l日 2，700円

長野県窯 業 ・ 土 @)@l時間 338円
石製品製造業

最 低賃金
経j労動

1日 2，430円

⑮ @ l時間 304円
ト一一一一ー

長野県機械・金属 一骨量労1動
1日 2，630円

製品等製造業及び @)@l時間 329円
自動車慾{賄業

軽労1 動
l臼 2，485円

最低賃金
@@l時間 311円

長野県 卸売業 ・小 1 B 2，475円
売業最低賃金 @)@l時間 310円

長野県器械生糸製造 1日 2，000円
業地域的最低賃金 @)@l時間 250円

所
。

5
、
住
所
を
変
更
す
る
人
の
氏
名

6
、
郵
便
物
の
転
送
を
始
め
る
月
目
。

。県
営
水
道
州
、の
間
食
せ
は

0
.

竹
中
市
小
-
田
県
営
水
道
追
い
お
。タ
l
民

制

4
月
1
0日
一駅
伝

県
営
水
道
は
、
四
月
一
日
か
ら
「
戸

倉
水
道
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
と
「
諏

訪
形
浄
水
セ
ン
タ
ー
」
を
統
合
し
て
、

「
上
田
県
営
水
道
セ
ン
タ
ー
(
現
、
諏

訪
形
浄
水
セ
ン
タ
ー
ご
と
し
て
業
務
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に

伴
い
、
現
在
、
戸
倉
水
道
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
業
務
は
、
四

月
一
日
以
降
「
上
田
県
営
水
道
セ

ン
タ

ー
」
で
取
り
扱
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

上
田
県
営
水
道
セ
ン
タ
ー
(
諏
訪
形

六
一

四

宮

@
一一一

一
O
)

@l.最低賃金額欄の@は、一般の労働者 より

労働時聞の短い者、@は、時間給労働 者

をいいます。

2.最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、

家族手当は含まれません。(ただし、器

繊生糸製造業地域的最低賃金を除く)

* 
最低賃金についておわかりにならない こと

がありましたら、長野労働基準局賃金課(宮

0262(34)5111・内線714)または、上回労働基準

監督署 (宮@0338)へお尋ねください。

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
肢
体
不

自
由
児
者
の
親
の
会
の
長
年
の
念
顕
で

あ

っ
た
、
重
度
身
体
障
害
者
収
容
授
産

施
設
「
上
回
し
い
の
み
園
」
は
、
三
月

十
日
に
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
ら
ん
い
た
だ
く
た

め
、
次
に
よ
り
一
般
公
開
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

「上
回
し
い
の
み
圏
」
は
、

重
度
身

体
障
害
者
の
授
産
施
設
と
し
て
は
、
県

下
で
初
め
て
の
施
設
で
、
ロ

l
カ
一
つ

に
し
て
も
身
体
の
不
自
由
な
人
が
使
い
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家
族
み
ん
な
で

野
菜
づ
く
り
を
楽
し
も
う

毎
年
好
評
の
「
家
庭
菜
園
」
を
今
年

も
無
料
で
刷
版
し
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
、
次
に
よ
り
単
目
に
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

〈
申
込
先
き
〉

市
民
課
生
活
係

(
宮
@
四

一
O
O
内

線
二
七
六
、
二

七
二
街
線
②

O
七
O
こ 〈

家
庭
菜
園
を
開
放
〉

〈締
切
り
〉

四
月
十
白
川
ま
で
。

〈
そ
の
他
〉

一
世
帯
一
区
画
〔
十
六
平
方
メ

ー
ト

ル

(
約
五
坪
)
〕
で
、

申
込
者
が
区
画

数
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

決
定
し
、
後
日
当
選
者
に
連
絡
し
ま
す
。

や
や
や
や
や
ふ
。
や
や
や
や
や
や
や
や
や
や
み
γ
や
や
み
。
や
や
や

えつー第 753号 鐸?溢援敏助一一一広報

つ

犬の登録と

予防注射

下
表
の
日
程
に
よ
り
、
犬
の
春
季
予

防
注
射
を
行
い
ま
す
の
で
、
印
鑑
と
通

知
書
戸
ハ
ガ
キ
)
を
持
参
の
う
え
飼
い

必ず受けよ
日

犬
を
最
寄
り
の
会
場

へ
お
連
れ
く
だ
さ

い
。
未
笠
録
の
犬
も
登
録
を
受
付
ま
す

料
金

l
一
副
に

つ
き
、
注
射
料
金
一

千
円
、

登
録
料
金
三
百
円

(つ

り
銭
の

い
ら
な
い
よ
う

こ
協
力
く
だ
さ

い
)

こ
の
期
間
中
に
受
け
ら
れ
な
か

っ
た

人
は
、

五
月
十
四
日
聞
か
ら
五
月
二
十

日
出
ま
で
の

あ
い
だ
に
随
時
、
個
別
訪

問
し
て
注
射
を
実
施
し
ま
す
が
、
こ
の

場
合
、
訪
問
料
金
と
し
て
一

副
に
つ
き

一
千
五
百
円、

二
頑
固
か
ら
は
五
百
円

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

獣
医
宅

へ
連
れ
て

い
っ
た
場
合
も
宅

診
料
と
し
て
、
五
百
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

犬
が
死
ん
だ
時
、
ま
た
は
移
転
し
た

場
合
は
、
必
ず
公
害
謀
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

(
合
@
四
一

O
O
内
線
二
九

四
有
線
②

O
六
七

二

j J EJ J也 lベ 仏ト tal 士義 所

川jl1
9. 00-9. 30 川辺町 会館

品'i1l、I也[>( 9. 50-10. 20 御 所公会堂

4月14日開
10. 40-11. 30 =好 町 公会堂

北部I也氏
9. 00-9. 30 上 紺 屋 町 公会堂

9. 40-10. 20 新 屋 ~斗三 官官
I肘書11

10. 30-11. 0。西 脇 dZh2E ‘ 自官

川辺
9. 00-9. 30 神畑 公会堂

泉田地区 9. 50-10. 20 上半過 公 会堂

4月17日(月)
10. 30-11. 0。下 之条公会 堂

9. 00-9. 50 金井公会堂

神科地区 10. 00 -10. 30 消 防 東 北 分署

10. 50 -11. 20 岩 門 公会 堂

9. 10-9. 40 殿 城 郵便局 前

豊殿I也区 10. 00-10. 30 農 協 豊 里 支 所

4月18日(火)
10. 40-11. 10 町 吉 田 公会堂

9. 00-9. 30 農 協神川 支 所

神川地区 9. 50-10. 20 大 屋公会堂

10. 40-11. 10 下 青木公 会 堂

9. 10-9. 40 中組 公会堂

塩 田地区 9. 50-10. 20 東塩田 老人集会場

4月19日嗣
10. 30-11. 00 下 之郷公会堂

東部 9. 00-9. 30 合同庁合裏庭

神科地区 9.50-10.20 染屋公会堂

神川 10. 40-11. 10 神川 史跡公開事務所

9. 10-9 40 舞 回 公会堂

成田地区 9. 50-10. 20 f呆 野 公会堂

4月20日附
10. 30-11. 20 市塩田 支 所

9. 10-9. 40 上室賀基幹センター

川西地区 9.50-10.20 下室賀生活センター

10. 40-11. 20 市 川西 支所

9. 10-9. 40 別 所相染問

4月21日幽 塩田地区
10. 00-10. 10 野倉公会堂

10. 30-11. 0。西塩田授産所

11. 10-11. 40 西極回会館

4月23日(日) 全 市 9. 00-11. 0。合同 庁令 裏庭

春季狂犬病予防注射と登録日程表

I'J 日 I也 区 時 間 場 p庁

東部地区
9. 00-9. 40 踏入公会堂

10. 00 -11. 00 ， 泊it 回 tZ込三

4月5fI(村 9. 00-10. 00 新 田 区民会館

北部地区 10. 10-10. 40 明 開 dZh 22 

10. 50 -11. 20 市役所(号IJ棟車庫前)

9. 00-9. 40 酋 脇 dヱbエ、

西部地区 9.50-10.20 城北 区民会 館

4月6日(村
10. 30-11. 0。新 屋 ~ 三

川辺 9. 00-9. 20 報 恩 寮 前

城下地区 9.30-10.30 諏 訪 形公会堂

南部 10. 40-11. 10 南 天 神町 公会堂

9. 00-9. 30 下 塩 尻公会堂

塩尻地区 9. 40-10. 10 上 塩 尻公会堂

4月7日幽 10. 30-11. 0。秋 和 公会堂

城下 9. 00-10. 0。中 之条公会堂
川辺地区 10. 20-11. 20 川 辺 町 会館

神科地区 9. 00-10. 10 上野が丘公民館

4月10日(月) 盟殿 10. 30-11. 20 市豊 殿 支 所

川西 9. 00-9. 50 小泉区 民 会館
泉田地区 10. 10-11. 0。泉 回 公民 館

塩田地区
9. 10-9. 40 東塩 田 老 人集会場

4月11日(刈
10. 00-11. 0。市塩 田 支所

神川地区
9. 00-9. 40 農協 神川 支 所

10. 00-11. 0。大屋公会堂

塩団地区
9. 10-9. 50 西塩 田 授産所

10. 10-11. 0。別 所 相 染閣

4月12日附 9. 10-10. 0。市川西 支所

川西地区 10. 10-10. 40 旧 室賀支所

←一
10. 50-11. 20 農協泉 田 支所 |

次第

次

w1 日 地 区 時 問 場 所

東部 9. 00-9. 30 常 回 会 館

信南部用地区
9. 40-10. 10 南天 神 町 公会堂

4月13日(村
10. 30-11. 0。上塩尻公会堂

9. 00-9. 30 上川原柳公会堂

北部地区 9. 40-10. 10 明 開 会

句同ーーー 10. 20-11. 20 新田区民会館

2 
」ーー

" 
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